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The purpose of this research is to develop a career support system for senior year students in graduate university 

who face many problems in job hunting activities. In this paper, we report our developed functions in the system 

including "Job Offer Search" that students can search for recruitment information, "Company Search" with around 

40,000 Japanese company information by vendors, "Job Hunting Activity Survey" and "Decision Report" where 

students can report job hunting activity status, and "Personal setting" which can manage the students' intention and 

skill information. 
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1. はじめに 

大学生や大学院生の就職活動の長期化が顕著になり，

学業や研究活動への弊害が指摘される昨今(1)，こうし

た就活生にとって，適切かつ効率的な就職活動を行う

必要性はますます高くなっている． 

こうした問題を解決するため，近年，就職活動支援

に対する様々なアプローチが行われており，就活生の

指導や支援を目的とした就職活動支援システムも提案

されている(2, 3, 4)．筆者らが所属する北陸先端科学技術

大学院大学においても，2015 年度から従来の就職情報

システムを更新した JAIST Career Support System が運

用され，ニーズに応じた機能拡張を行ってきた．本稿

では，大学院生を対象に開発・運用しているシステム

の機能および現状について紹介するとともに，今後の

構想について述べる． 

2. 関連研究 

高等教育機関における就職支援活動は，就活生に向

けた教育活動の一環と位置付けられ，校内での企業説

明会やインターンシップ募集活動等を含む就活生と企

業間のマッチング機会の提供が大きな要素となってい

る．さらに，個別指導による進路相談，エントリーシ

ートの改善や面接スキルの向上等の支援もしばしば提

供されている． 

さらに，近年では就職活動支援のためのシステム開

発事例も多く報告されている．マイナビ(5)やリクナビ

(6)に代表される就職支援サイトとは異なり，各高等教

育機関が持つ専門性や学生の特徴，長年に渡る就職状

況等の情報に基づいた校内就職活動支援システムの開

発が行われている．就活生のニーズに合わせた就職活

動支援に関連するものとしては，就活生間の就職活動

に対する情報共有の促進を目的として，就職活動にお

ける先輩の就職経験や同期生の就職活動の進捗状況を

携帯端末で確認できるシステムが挙げられる(4)．また，

就活生の要望に応じた企業情報推薦を目的として，企

業に関連するニュースから評価や話題性を抽出し，ま

とめて就活生に提示するシステムも開発されている(2)． 

筆者らもこれまでに以下のような就職活動支援シス

テムおよび支援機能を開発してきた． 

・ 就活生が必要とする情報の構造を示す“観点”を利

用して適切な企業情報の検索とその提示を支援す

る機能(7) 

・ 企業が採用時に重視する項目と就活生のアピール

ポイントのギャップに注目した関連企業推薦機能

(8) 

・ 就職活動を構成する様々な行動に関する適切な開
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始時期を明示し，内々定を獲得するまでの期間を

継続的に支援するための行動決定支援システム(9)． 

・ 地理的・時間的制約を緩和して就活生と OB・OG

が経験情報を共有する機能(10) 

本稿では，これらの機能も一部盛り込みつつ，大学

院における就職活動支援システムとして開発した

JAIST Career Support System の設計方針および主な機

能について述べる．  

3. JAIST Career Support System 

3.1 設計方針 

就職活動における自由応募の増加や，企業公式サイ

ト・就職支援サイト等の情報源の多様化により，従来

の学内就職情報システムが提供してきた大学への求人

情報の提供だけでは，学生支援のための就職活動の起

点として十分に機能しなくなっているという課題を解

決するために，以下の 2 点を中心に設計した． 

(1) 企業・職種研究支援機能 

学内外の企業情報源を横断的に検索し，企業・職種

研究のための基礎となる情報を集約することで，就職

支援室が収集・蓄積・提供してきた就職活動に関する

リソースやノウハウを活用しやすくする． 

(2) 就職活動管理支援機能 

就職活動を一種のワークフローとして就活生が管理

し活動内容を蓄積することで，キャリアカウンセラー

によるタイムリーな支援や他の学生へのモデルケース

としての利用をしやすくする． 

3.2 システムの概要 

図 1 に JAIST Career Support System の概要を示す．

システムは CakePHP 2 をベースに開発された LAMP 構

成の学内向け Web システムであり，学内認証システム

を通じて構成員が利用可能となっている．なお，UI は

Bootstrap 3 で構成し，PC とスマートフォンに対応した

レスポンシブ対応となっている． 

企業・職種研究支援機能としては，大学への求人情

報を検索できる求人検索，複数の外部情報源をソース

とする企業情報検索，修了生の採用実績や就職活動に

関するレポートを検索できる機能などから構成される．

また，就職活動管理支援機能としては，就職状況調査

および進路決定届の機能が含まれる．これらの機能の

詳細については後述する． 

 

 

図 1. JAIST Career Support System の機能概要 

3.3 求人検索機能 

求人検索機能は，大学宛の求人情報を検索するため

の機能である．図 2 に示すような求人検索条件入力画

面で，キーワード検索や年度，対象研究科，学校推薦，

応募枠，本社所在地，業種，職種などのパラメータに

よる絞り込みが行える．求人情報については外部業者

による Web ベースの求人登録システムと連携してい

る他，本学に直接届く求人票についても管理されてい

る． 

 

 

図 2. 求人情報条件入力画面 

 

求人検索の結果については図 3 に示すように，更新

日や会社名，所在地，学校推薦等の一覧と詳細情報ペ

ージへのリンクが表示される．また，画面右の領域に

は業種および職種に関するタグクラウドが表示され，

検索結果に対する絞り込みが行える．求人情報詳細画

面では，求人情報の詳細が表示され，会社の基本情報
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や具体的な業務・採用職種等に関する情報が確認でき

る． 

 

 

図 3. 求人情報検索結果画面 

3.4 企業情報検索機能 

企業情報検索機能は，本学が契約・保持する企業情

報データベースの横断検索を行える機能であり，現在

約 4 万社のデータが登録されている．検索条件入力部，

検索結果表示部は，ほぼ求人検索機能と共通したイン

タフェースとなっている． 

図 4 に企業情報の詳細画面を示す．求人票や就職担

当教員と企業担当者の懇談内容等といったシステム内

に存在する関連情報へのリンクは画面上部に表示され

る． 

 

 

図 4. 企業情報詳細画面 

3.5 採用実績検索機能 

採用実績検索機能は，本学の修了生の採用実績を検

索する機能である．採用実績は図 5 に示す通り研究科

毎の合計が最上部に表示され，採用があった年度の各

研究科の採用人数がその下に表示される． 

 

 

図 5. 採用実績詳細画面 

3.6 就職活動状況調査機能 

就職活動状況調査機能は，就活生が進路希望や就職

活動状況を報告・更新するための機能である．本学の

就職支援室では，博士前期課程の学生を対象に毎月進

路希望・就職活動状況調査を行っており，対象学生は

本機能を利用して回答を行うルールとなっている． 

図 6 は就職活動状況一覧画面であり，就活生が登録

済みの活動状況の一覧表示および検索を行うことがで

きる．活動中の会社単位で進捗状況の編集を行うこと

を通じて，現在の就職活動状況を報告できる仕組みと

なっている． 

 

 

図 6. 就職活動状況調査機能 
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また，就職活動のステータスが活動終了（内々定ま

たは選考終了）になると，図 7 に示すような当該会社

に対する就職活動レポートを提出することが可能とな

る．これは就活生が応募した企業の選考スケジュール

（就職活動状況調査で入力したもの）や選考情報に関

する体験談を登録することができる機能である．就活

生は自身のレポートを登録するだけでなく，過去の修

了生のレポートを閲覧することも可能となっている．

また，レポートは匿名化されているが，希望する就活

生はシステムからレポートを記述した先輩へコンタク

トを取るためのメールを送信することができる．本学

では学生に対して生涯 ID を付与する方針を取ってい

るため，修了者が修了後もメール受信設定をしていれ

ば，修了後もコンタクトを受け取ることができる． 

 

 

図 7. 就職活動レポート機能 

3.7 進路決定届機能 

進路決定届機能は，最終的な進路が決定した際に提出

するものである．会社名についてはその一部を入力す

ることで本学の企業情報データベースから会社名を検

索することができる．この入力結果を利用して，3.5 節

の採用実績が集計される． 

3.8 個人情報設定機能 

個人情報設定機能は，就職支援担当者が進路指導を行

う上で基礎となる情報を集約するためのものである．

求人情報の新着情報に関するメール配信希望や，自身

の進路希望・研究状況・学歴・職歴・資格・英語成績・

SPI 成績などをまとめて管理することができる． 

3.9 ダッシュボード機能 

システムへのログインが成功すると，図 8 のような

ダッシュボード画面が表示される．上述した機能には

このダッシュボードページから遷移することができる．

また，最新の求人情報や就職支援係からの連絡もこち

らに表示される． 

また，本稿では紹介しなかったが，学内で開催され

たセミナー動画の配信等についても本システムから視

聴することが可能である． 

 

 

図 8. ダッシュボード機能 

 

4. 運用における課題と今後の方向性 

本システムは運用しながら就活生および就職支援室

のニーズを取り込むことで拡張してきた．ここでは，

現在の運用に関する課題と今後の拡張の方向性につい

て述べる． 

現在のシステムの運用を開始してから約 4 年が経過

したが，企業情報のメンテナンスは一つの重要な課題

となっている．企業情報については外部のデータベー

スの購入などを行っているが，企業形態の変更による

管理 ID の変更（持ち株会社化）や企業名の変更，企業

間の吸収・合併などの変化も一定数あり，学内で蓄積

している採用実績等との対応付けは重要な課題である．

現在は人手によるメンテナンスが必須であるが，今後

これらを支援する機能を開発する必要がある． 

本学における特徴的な課題として留学生対応が挙げ

られる．40%を超える留学生が在籍しており，その中
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の一定数は日本語の読解能力に制限がある．システム

の基本的な UI は日英切替機能を付与しているが，企

業情報などの外部データは日本語にしか対応しておら

ず，留学生に対する対応も大きな課題となっている． 

企業・職種研究支援の観点からは，職種や業種，企

業を幅広く検討するために，検索・推薦機能に加えて，

図 9 に示すような，就活生毎に企業・職種研究が行え

る集約機能を提供することを検討している．さらに，

こうした企業・職種研究の内容をシステム内で共有で

きれば，学内企業情報の一部として再利用することも

期待できる． 

 

 
図 9. 企業・職種研究支援機能の次の構想 

 

就職活動管理機能の観点からは，就職活動を就活生

が一種のワークフローとして管理できるようなスケジ

ューラの開発を検討している．こうしたスケジューラ

は学内のリアルな就職活動関連支援（イベントや面接

練習等）の予約にも活用することができ，またスケジ

ューラと就職活動状況報告を連動させることで報告の

負担も減らすことが可能である．まとめると，図 10 に

示すような形で就職活動の情報を収集することができ

れば，就活計画を支援する一助になることが期待され

る．一方で，こうしたサービスを提供するためには就

職活動中に確認や入力することが必要となるため，サ

ーバに対して学外からアクセスすることが必須となる．

セキュリティの観点からこうしたアクセスが許容でき

るかどうかについても検討が必要である． 

 

 

図 10. 就職活動管理機能に関する次の構想 

 

5. おわりに 

本稿では，本学で開発している大学院生向けの就職

活動支援システムの概要および今後の構想について議

論した．実運用におけるさらなる課題として，入力・

更新しない学生にどのように動機づけを行うか，企業

情報や経験情報のリアルタイム性をどう確保するかな

どを通じてさらにシステムが活用されるように改善を

続けていきたい．  
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